
「人間関係力を高め、非行防止に生かそう！」４０６

月日 時 間 研 修 内 容 等

9 40 ～10 00 研修オリエンテーション 担当指導主事: :

10 00 ～12 00 講義: :
８ 「最近の少年犯罪についての分析」
月 中央大学法学部
６ 教授・犯罪学博士 藤本 哲也
日
(月)
13 00 ～16 00 講義・演習: :

「非行防止に向けて」
中央大学法学部
教授・犯罪学博士 藤本 哲也

16 00 ～16 10 事務連絡 担当指導主事: :

9 30 ～12 00 実践発表: :
「規範意識育成事業の推進について」

８ 小学校教諭
月
７ 「グループエンカウンターを生かした人間関係づくり」
日 中学校教諭
(火)

13 00 ～16 10 演習・協議: :
「非行防止プログラムの作成」
福岡県教育センター

福岡県教育センター指導主事

16 10 ～16 20 事務連絡 担当指導主事: :

「演習 非行防止プログラムの作成」の様子 「実践発表 中学校の発表」

受講者の声
○貴重な話がたくさん聞けてよかったです。資料もたくさん準備していただき、ありがとうござい
ました。
○実践発表は学校の実態が違いますが、そこでいただいたアイディアで午後の演習に取り組めまし
た。演習ではたくさんの先生方に具体的なアドバイスをいただき、自分の考えた指導をより濃く
できていました。他地区の先生ばかりだったので、学校の様子なども聞くことができてとても興
味深かったです。
○「非行防止学習」については、持参しておけばよかったと思う。できれば演習内容を事前に知っ
ておきたかった。
○どの内容もよかったのですが特に藤本先生の講義内容と方法、中学校の心理学を応用した組織的
な実践は大変参考になりました。今まで受けた研修の中で、最高に勉強になりました。
○外部講師の話がよかった。特に用意されていた内容よりも脱線の部分が参考になった。具体的に
は犯罪後の流れや作成の動き、フロイトの交流分析などの話。
○実践発表された中学校の花とエンカウンターはどちらもすぐに取り入れてみたいと思った。


